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協
会

活
動

状
況

(特
別
の
記
載

の
な
い
も
の
は
、
す

べ
て
会
場
は
事
務
所
に
お
い
て
。
)

●
五
月

二
十

一
日

(金
)

「会

誌
」
i

湿
原
特
集
ー

の
執
筆
予
定
者
に

そ
れ
ぞ
れ
原
稿
を
依
頼
し
た
。

主

な
予
定
者

一
、
湿
原
と
は
何
か

(
東
大
、
坂

口

豊
氏

)

二
、
未
定

(北
大

、
辻
井
達

一
氏

)

三
、
バ

ー
ド

・
サ

ン
ク
チ

ュ
ア
リ
と
し
て
の
湿

原

(所
長

、
安
西
英
明
氏

)

四
、
オ

ラ
ン
ダ
干
拓
地

(人
工

の
湿
地

)

(北
大

、
梅
田
安
治
氏

)

五
、
湿
原
植
生

の
修
復

(
道
教
育
大
、
橘

ピ
サ
子
氏
)

六
、
湿
原
植

物

の
根
系

(神

戸
女

学
院
大

、
矢

野
悟
道
氏

)

七
、
湿
原

の
気
象

と
変
動(北

大

、
高
橋
英
紀
氏

)

八
、

ラ
ム
サ

ー
ル
条
約

に

つ
い
て

(
前
読
売
新
聞
記
者

、
紺
谷
友
昭
氏

)

九
、
釧
路
湿
原
国
定
公
園
構
想

(
札
木
医
院
、
札
木
照

一
朗
氏

)

十
、
湿
原

の
魚

(
さ
け
の
会
、
鍛
治

英
介
氏

)

十

一
、
湿
原

の
文

学
(東
北
大

、
乳
井
甚

三
郎
氏

)

十

二
、
公
園
と

し
て
の
湿
原

(箱
根
湿
生
花

園
)

の
あ
ゆ

み

(箱
根
町

、
井
上
香
世

子
氏

)

十
三
、
湿
原
植
生

の
変
遷

(
釧
路
市
郷
土
博
物
館
、
新
庄
久
志
氏

)

十
四
、
湿
原

の
鳥

・
タ

ン
チ

ヨ
ウ

(
専
修
短
大
、
正
富
宏
之
氏

)

十
五
、
湿
原
の
保

全

(
道
自
然
保
護
課

、
油
津
雄
夫
氏

)

十
六
、
対
談

(元
環
境
庁
長
官
、
参
議
院

議
員
、
大
石
武

一
氏
と
当
協
会
会
長

)

十
七
、
中
標
津
遺
跡
公
園

(復
元

)

(
養
老
牛
小
中
校
、
三
浦

二
郎
氏

)

●
五
月

二
十
七
日

(木
)

去

る
十
五
日
の
総
会

で
選
出
さ
れ
た
新
役
員

の
登
記
事
務
を

司
法
書

士
に
依
頼
し
た
。

役
員

の
顔

ぶ
れ

八
木
健

三

(会

長
)
、
新

妻

博
、
宗
像

英

雄

(
副
会

長

)、
大

山

明

、
狩
野

廣

、
斎

藤
禎
男

、
成
瀬
廉

二
、
長
谷
川
雄

七

(常

任
理

事

)
、
赤
嶋
正
克

、
春

日
井

昭
、
門
村

浩

、

久

万
田
敏
夫
、
午
来

昌
、
紺
谷
友

昭
、
新
庄

久
志
、
田
尻
聡
子

、
滝

口

亘
、
廣
井

淳

、

細
川
憲
了
、
山
本

正

(
理
事

)
、
及
川
敬

一
、

大
塚

武
、
秦

巌
夫

(
監
事

)
。

●
五
月

二
十
八

日

(金
)

七
月
三
十

一
日
よ
り
開
催

す
る

「自
然
観
察

指
導
員
講
習
会
」

の
実
施
要
領

(印
刷
物

)
三

〇
〇
部
が
納
品
さ
れ
た

の
で
、
早
速
関
係
方
面

に
送
付
し
た
。

●
六
月
九
日

(木
)

北
海

道
開
発

コ
ン
サ

ル
タ

ン
ト
㈱
よ
り
受
託

し
、
「
一
般
国

道

三
九
号
上

川
町
武
華
地

区
動

物
環
境

調
査

そ
の
二
」

の
昆
虫
部
門

に
つ
い
て

の
調
査
を
実
施

す
る

こ
と
に
な

っ
た
。
総
費

一

一
〇
万
円
で
、
ト

ン
ネ

ル
利
用
に
よ
る
国
道
切

り
換

え
工
事

に
伴

う
関
係
地
域

の
昆
虫

調
査

で

あ

る
。

●
六
月
十

四
日

(月
)

常
任
理
事
会

出
席
者

新
妻
、
宗
像
、
斎
藤

、
成
瀬
、
狩
野
、

長
谷
川
。

主
な
議
題

一
、
本
年
度
の
事
業
計
画
と
収
支
予
算

一
、
自
然
観
察

指
導
員
講
習
会

一
、
団
体
連
合
主

催
の
シ

ン
ポ
ジ

ュ
ー

ム
と
核

問
題●

六
月
十

七
日

(木
)

長
谷
川

理
事

と
事
務

局
長
と
が
道
生

活
環
境

部

自
然
保

護
課
を
訪

れ
、

「釧
路

湿
原
保
全
対

策
調
査
」

の
委
託
契
約

に

つ
い
て
協

議
し
た
。

こ
れ
は
釧
路
湿
原

に
お
け
る
自
然

環
境

の
総

合
的

な
保
全
対
策

に
資

す
る
た
め
、
釧
路

湿
原

を
特
徴
づ

け
る
動
植
物

の
実
態

を
調
査

し
、
あ

わ
せ
て
土
地
利
用
、
権
利
関
係

の
現
況

と
動
向

を
把
握

す
る
こ
と
が
目
的
と

さ
れ
、
動
植
物
、

水
文
地
理
関
係

に

つ
い
て
と

り
ま
と

め
る
も

の

で
、
総
費

二
五
〇
万
円

で
あ

る
。

●
六
月
十
七
日

(木
)

会
報
第
四

一
号
が
納
品
さ
れ

た
。

●
七
月
四
日

(日
)

自
然
観
察
会

市
街
地
周
辺
と
し
て
は
珍
し
く
樹
木

に
恵
キ

れ
た
峰
歩

き
と
渓
流

に
親
し
む

「
小
林
峠
～
中

ノ
沢
」

の
自
然
歩
道

を
舞
台

と
し
て
開
催
。
講

師

と

し
て
林
試

の
高
畑

滋

先
生

(植
物

)
、

当
協
会

の
会
長

(石

、
滝

)
、
島

田
明
英

(鳥

)

の
各
氏

が
指
導

し
て
く
だ

さ

っ
た
。
好
天

に
恵

ま
れ
、
夏

の
日
ざ

し
の
強

い
日
な
ど

も
あ

っ
た

だ

け
に
、
木
陰

、
渓
流
が
、
涼
気
を
誘

い
、
爽

快

な

一
日
だ

っ
た
。
参
加
者
三

一
名
。

●
七
月
六
日

(火
)

「
知
床
横
断
道
路

に
係
る
自
然
環
境
保
全
緊



急
対
策
調
査
」

に

つ
い
て
の
説
明
会

が
道
庁
赤

レ
ン
ガ

の
会
議
室

に
お
い
て
行

わ
れ
た
。

こ
れ

は
知
床
横
断
道
路

の
道
路
建
設

に
よ

る
沿
線

の

自
然

環

境

へ
の
影

響

に

つ
い

て
実

態
を

調
査

し
、
そ

の
原
因
と
度
合
を
明
ら

か
に
し

た
う
え

で
、
当
該
地
域

の
自
然
環
境
を
保
全
す
る

た
め

の
現
行

の
諸
制
度

の
中

で
実
行
可
能
な
対
策
を

検

討
し
よ
う
と
す
る
環
境
庁
主
催

の
調
査

で
あ

る
が
、
当
協
会
が
受
託
し

て
実
施
し
よ
う
と
す

る
も
の

で
あ
る
軌
総
費

四
四
三
万
円

で
、
動
物
、

植
物

、
微
気
象

、
土
壌

の
殴
部

門
に

つ
い
て
行

う
。環

境
庁
自
然
保
護

局
保
護
管
理
課

、経

理
課
、

阿
寒
国
立
公

園
管
理
事
務
所

の
か
た
が
た
、
道

自
然
保
護
課

の
原
田
技
師
、
当
協
会

よ
り
は
会

長
、
長
谷
川
理
事

、
事
務
局
長
、
高
畑

滋

、

大
泰
司
紀
之

、島
田
明
英

の
各
氏
が
出
席

し
た
。

な
お
、
当
協
会

に
発
注
す
る
予
定

で
あ

る
こ
と

も
話
し
が
さ
れ
た
。

●
七
月

二
十

二
日

(木
)

自
然
観

察
指
導
員
講
習
会

の
参
加
者
も
決
定

し
、
開
催

日
も
近
づ

い
た
の

で
、
会
長
と
事
務

局
長

と
が
道
自
然

保
護
課
長
を
訪

れ
、
経
過
を

報
告

す
る
と
と
も
に
今
後

の
援
助

、
指

導
に

つ

い
て
要
請

し
た
。

●
七
月

二
十

三
日

(金
)

常
任
理
事
会

出
席
者

八
木

、
新
妻
、
大
山

、
狩
野

、
斎
藤

、

成
瀬
、

一
、
受
託
調
査

に

つ
い
て

二
、
自
然

観
察
指
導
員
講
習
会

に

つ
い
て

三
、
十
勝
自
然
保
護
協
会

よ
り
会
長

に
あ

て

た
書
簡

に

つ
い
て

●
七
月

二
十

七
日

(火
)

二
十
三

日
の
常
任
理
事
会

で
決
定
さ
れ
た
道

土
木
部
道
路
課
長
あ

て
の
公
文
書

(
別
記
)
を

提
出
し
た
。
ま
た
、
十
勝
自
然
保
護
協
会

に
は

道
宛

の
写
を
添
え

て
会
長
よ
り
返
書
を
送

っ
た

●
七
月
三
十

一
日

(土
)
～
八
月

二
日

(月
)

自

然
観
察
指
導
員
講
習
会
開
催

第

三
九
回
北
海
道
自
然
観
察
指
導
員
講
習
会

が
予
定

ど
お
り
養
老
牛
青
年

の
家

(
根
室
支
庁

管
内
中

標
津
町
)
を
会
場
と
し
、
標
津

岳
山
麓

の
森

、
川
を

フ
ィ
ー

ル
ド
と
し
て
開
催

し
た
。

受
講
生

は
、
道

内
五
六
、
道
外

七

(
二
〇
～
六

六
才
、
女
性

は
九
名

、

一
般

二
三
、
学
生

一
〇
、

教
員

一
七
、
公
務
員

=
二
)
の
六
三
名

で
あ

っ

た
。
講
師

は
、
三
島
次

郎

(筑
波
大
学
生

物
系

講

師
)
、
金

田

平

(神
奈

川
県
立

新
羽
高
校

教

諭
)
、
工
藤

父
母
道

(
日
本
自
然

保
護
協
会

研
究
員

)
、
八
木
健

三

(北

星
学

園
大
学
教
授

、

北

大
名
誉

教
授

)、

三
浦

二
郎

(養

老
牛
小
中

学
校

々
長

)、
新

庄
久
志

(
釧
路
市
立

郷
土
博

物
館
学
芸
員

)
の
各
氏

で
、
早
朝
六
時

よ
り
二

二
時
ま

で
、
も

り
沢
山

の

ハ
ー
ド
ス
ケ

ジ

ュ
ー

ル
の
中

で
有
意
義

に
終

了
し
た
。

●
八
月

二
十

三
日

(月
)

公
聴
会

ヤ

マ
ド
リ
、

コ
ウ

ラ
イ
キ
ジ
、

テ
ン
及
び
オ

ス
ジ
カ

の
捕
獲
禁
止

に
関
す
る
公
聴
会
が
道
庁

赤

レ
ン
ガ
会
議
室

で
行
わ
れ
た
。
当
協

会
よ

り

新
妻
副
会

長
が
出
席
し
、
保
護
、
増
殖

の
た
め

に
捕
獲

を

禁
止

す

る

こ
と

は
妥

当

で
あ

る
と

し
、
賛
意

を
表

し
た
。

●
八
月

二
十
五
日

(水
)

大

石
元
環
境
庁

長
官

と
会
長

と
の
対
談

来
札
中

の
元
環
境
庁

長
官

、
参

議
院
議
員
大

石
武

一
先
生

と
会
長

と
の
対
談

が
、
北
大

百
年

記
念
館

に
お

い
て
、
辻
井
達

一
先
生
司
会

の
も

と
に
、
二
時
間
に
わ
た

っ
て
行
わ
れ
た
。
尾
瀬

の
話
、
道
東
の
湿
原

の
話
、
本
道

の
自
然

に
対

す
る
所
感

、
当
協
会

に
望
む

こ
と
ま

で
、
話
は

つ
ぎ

か

ら

つ
ぎ

へ
と

つ
き

る

こ
と

な
く

つ
づ

き
、
二
時
間
が
短
く
感

じ
ら
れ

た

(詳
細
は
会

誌
第
二
二
号
、
湿
原
特
集
号

に
掲
載
さ
れ
る
予

定
)
。●

九
月
五
日

(日
)

釧
路
湿
原
調
査
中

の
会
長
と
高
畑
滋
氏

の
二

人
と
十

勝
自
然

保
護
協

会
と

で
、
「道
道

士
幌

然
別
湖
線

の
開
設
」

に

つ
い
て
の
話

し
合

い
を

釧
路
市
内
郵
政
会
館

に
て
行

っ
た
。

●
自
然
観
察
指
導
員

さ
る
七
月
三
十

一
日
か
ら
ー
八
月

二
日
、
中

標
津
町

に
て
行
わ
れ

た
講
習
会

で
、
次

の
か
た

が
た
が

「
自
然
観
察
指
導
員
」

に
な
ら
れ
た
。

丸
田
芳
彦
、
松
野
誠
也

、
畠
山
俊
雄

、
佐
藤

高
、
富
川

徹
、
下
山
信
克

、
辰
野
由
美
子

、

野
浪
美
雪

(札
幌
市

)
、
橋
本
清
司
、
皆
川
善
明

、

斎
藤

聡
、
志
村
智

子
、
平
野

一
恵

(江
別
市

)
、

岩
城
欣

一
、
谷

口
紋

一
郎

(
千
才
市

)
、
水
本

八
弥

(
函
館
市
)
、
浜
田
昌
夫

(上
磯

町
)、
村

本
喜
久
雄

(
三
笠

市
)
、
国
分

学

(砂
川
市

)、

松
永

寿

(
月
形
町
)
、
上
松
逸

平

(浦
臼
町

)、

盛

久
良
(
旭
川
市

)、
佐

々
木
太

一
(比
布
町

)、

鈴
木

邦
輝

(名
寄

市

)、
井

上
政
史

、
米
原

ふ

さ
子

(紋
別
市

)、
安
藤

貢

、
杉
原
邦
信

(佐

呂
間
町

)、
今
野
喜
代
裕
、
金
上
由
紀

(北
見
市

)、

八
巻
正
宜

(
美
幌
町

)、
氏

家
文

彦

(網
走
市

)、

牛
島

一
郎

(
清
里
町

)、
森

信
也

(斜
里

町
)、

谷
岡
裕
司

(苫
小
牧
市

)、
北
村

一
幸

(早
来
町

)、

茶
木

彰

(
厚
真
町

)、
鷲

田
善

幸

(門
別
町

)、

宇
井
晴
穂

(
平
取
町

)、
宮

崎
正
博

(陸
別

町
)、

高
山
末
吉
、
高
島
幸
男
、
宇
田
川
賢

一
、
鈴
木

二
郎
、
大
和

て
る
子

、渡
部
千
春

、木
村
修

一
(釧

踏
市

)
、
松
下

昇

(厚
岸

町
)
、
小
山
利
夫

(羅

臼

町
)
、
唱

田
光
明

、
瑞
木

博

、
田
村

豊

(標

津

町
)
、
清
水
貞
芳

、
中
松
秀
男

、
三
好
政
己
、

野
竹

茂

(
中
標
津
町

)。
以
上
五
十
六
名

(
ほ

か
に
道
外
七
名

)

柏

自
然
観
察
指
導
員

講
習
会
に
参
加
し
て

丸

田

芳

彦

第

一
日
目

(七
月

三
十

一
日
)

=
二
時

三
〇
分
、
開
講
式
が
始
ま
り
、
開
催

地

の
標
茶

町
助
役

、
根
室
支
庁
長
、
北
海
道
自

然
保
護
協
会
会

長
の
挨
拶

の
後
、
日
本
自

然
保

護
協
会

の
金

田
先
生

か
ら
野
外
実
技

に

つ
い
て

の
要
点
説
明

が
あ

っ
て
式

を
終

り
、
直

ち
に
野

外
実
習

に
入

っ
た
。

参
加
者
六

三
名
が

ニ
グ

ル
ー
プ

に
わ
か
れ
、

各
自
が

ス
ケ

ッ
チ
ブ

ッ
ク
、

ル
ー
ペ
、
フ
ル
ー

ツ
パ

ッ
ク

な
ど

を
携
帯

し

て
外

に

で
、
「
青
年

の
家
」
前

の
路
上
、
空
地

で
約

一
〇
分
間

、
周

囲

の
森

の
外
観

や
樹
木

の
観
察
を

し
な
が

ら
ス

ケ

ッ
チ
を

し
た
。

ス
ケ

ッ
チ

の
あ
と
、
金
田
先

生

か
ら
、
「
こ
れ
は
絵

の
巧

拙
を
問

う

の
で
は



な
く
、
森
を
構
成

す
る
全
体
像

、
樹
木

や
草

の

植
生
状
況
を
ど

の
よ
う
に
観
察
、
把
握

す
る
か

を
目
的
と
し

た
も

の
で
あ

る
L
と
説
明
が
あ

っ

た
。次

に
、
私
た
ち
は

「
青
年

の
家
」
裏
側

の
森

に
入

っ
た
。
金
田
先
生
や
諸
先
生

の
指
導
を
受

け
な
が
ら
、
各
自
思

い
思

い
に
樹
林

の
中

に
わ

け
入
り
、
各

種

の
木

の
形
態
を
観
察
し
、
ま
た
、

落
葉

が
堆
積

腐
植

し

て
い
る
土
を

一
〇

㎝
ほ
ど

掘

り
起

こ
し
、
葉

↓
腐
植

↓
土

の
過
程
を
観
察

し
、
さ
ら
に
樹
葉

や
土
中

に

い
る
昆
虫

な
ど
を

フ
ル
ー
ツ
パ

ッ
ク
に
収

め
て
観
察

し
、
説
明
や

指
導
を
受

け
た
。

こ
の
あ

と
、
再
び
空
地

に
集

ま

り
、
森

の
外
景
を
眺

め
た
が
、
初

め
に
漠
然

と

ス
ケ

ッ
チ
を

し
た
と
き
と

は
全

く
違

っ
た
角

度

か
ら
観
察

し
、
思
考
す

る
よ

う
に
な

っ
た
私

自
身

に
驚

い
た
の
で
あ
る
。
森
を
眺

め
、
森

に

入

っ
て
観
察
し
、
再
び
森

の
外
か

ら
森
を
観
察

す
る
。

そ
の
思
考

の
変
化

は
、
私

に
と

っ
て
貴

重
な
体
験
と
な

っ
た
。

一
九
時

か
ら

二
二
時
ま

で

「
自
然

の
保
護
を

考

え
よ
う
」

と

い
う
テ
ー

マ
で
金
田
先
生

の
講

義
が
行
わ
れ
、
O
自
然
保
護

の
西
洋
と

口
本

の

概
念

の
相
違
、
⇔
昭
和

二
十
年
代

に
お
け

る
日

本

の
自
然
保
護
運
動

の
感
覚
、
口
自
然
保
護

に

関
す
る
ナ
イ

ロ
ビ
会
議

の
基
本
的
確
認
事
項
、

四
今
後

一
〇
年
間

に
国
連
が
取

り
組
む

べ
き
環

境
問
題
と
優
先
順
、
固
有
限
資
源
と
無
限
資
源

の
概
念
と
対
策
。

以
上

に

つ
い
て
の
豊
富
な
知
識
と
熱
意

の
こ

も

っ
た
講
義

は
、
「
自
然
保
護

と
は
何

か
」

を

考
え
る
点

で
非
常

に
参
考

に
な

っ
た
。

第

二
日
目

(八
月

一
日
)

六
時

に
参
加
者

た
ち

は

一
斎

に
玄
関
前

に
集

ま

っ
た
。
す

ぐ
私
達

は
三
班

に
わ
か
れ

、
諸
先

生

の
指
導

の
も
と

に
山
道
を
歩

き
始

め
た
。

三

浦
先
生
が
双
眼
鏡
を
手

に
し
、
鳥

の
種
類

や
、

探
鳥

に
も

っ
と
も

よ
い
時
期

に

つ
い
て
説
明

さ

れ

た
。

そ
れ

で
も

ベ

ニ
ヒ
ワ
、
ア
オ
ジ

、
ウ
グ

イ

ス
、

ア
カ
ゲ

ラ
、
四
十
雀

な
ど
が
確
認

で
き

た
。
鳥
類

の
観
察

の
あ
と
、

八
木
先
生

が
岩
石

に

つ
い
て
説
明

さ
れ
た
。
先
生

は
路
上

の
砕
石

の
な

か
か

ら

一
個

の
石
を

取
り

あ
げ
、

ハ
ン

マ
ー

で
割

っ
て
石

の
断
面
を
私
達

に
み
せ
、
わ

か
り
や
す
く
解
説

さ
れ

た
。

早
朝

の
自
然
観
察
を
終

り

「
青
年

の
家
」

に

戻

っ
た
私
達
は
、
朝
食
後
九
時
か
ら
再
び
野
外

実
技

に
入

っ
た
。
三
班

に
わ
か
れ
た
私
達

は
、

各
班
ご
と

に
、
三

つ
の
フ
ィ
ル
ド

に
立

つ

一
人

ず

つ
の
先
生

が

た
か

ら
、
そ

れ
ぞ

れ
熱

の

こ

も

っ
た
指
導
を
受
け
た
。

一
、
植
物

の
観
察

(新
庄
先
生

)

養
老

の
滝

に
向
う
樹
林
地
帯

で

二
、
地
質
と
石

の
観
察

(
八
木
先
生

)

滝
付
近

で

三
、
川
と
虫
類

の
観
察

(三
浦
先
生

)

滝

つ
ぼ
近
く

で

植
物
、
地
質
と
石
、
川
と
虫
類

の
三
段
階

に

わ
け
た
野
外
実
技

で
あ

っ
た
が
最
後

に
金
田
先

生
か
ら
自
然
観
察

の
要
点
と

し
て

①

自
然
保
護
を
考
え

る
た
め
の
自
然
観
察

の

あ
り
方
と
し

て
、
そ

こ
に
そ
れ
が
必
要

か
。
他

に
方
法
が
な

い
の
か
。

②

自
然
観
察

の
場
合
、
指
導
者

の
前
を
歩

か

な

い
こ
と
、
指
導
者

の
後

か
ら

つ
い
て
い
く
場

合
に
は
、
自
分
勝
手
な
行
動

や
判
断
を

し
な

い

こ
と
。

③
鳥

の
観
察

の
場
合
、
鳥

の
羽
毛

の
フ

ァ
イ

ル

(
落
ち

て
い
た
場
所
、
鳥

の
ど

の
部
分

の
羽

毛
か
、

い
つ
み

つ
け
た

か
な
ど
を
記
録

し
て
)

を
作

っ
た
り
、
羽
毛
図
鑑
を
作

っ
て
お
く
と
観

察
上
非
常
に
参
考

に
な

る
。

一
八
時
か
ら

「
自
然
観
察
」

つ
い
て
三
島
先

生

の
講
義
が
行
わ
れ
た
。

自
然

の
法
則
を
理
解
し
、
構
成
要
素
、
構
造
、

エ
ネ

ル
ギ
ー

(生

体
)
を
、
個
体

の
レ
ベ

ル
、

器
官

と
し
て
の

レ
ベ

ル
で
研
究
す
る
。
全
体
は

部

分
か
ら
の
構
成

で
あ
り
、
主
体
が
な
け
れ
ば

環
境

の
問

題
も
な

い
。

こ
れ
ら

の
点
を
カ

エ
ル

や
サ
ク
ラ
草

、
サ

ン
ゴ
礁
、
ダ

ム
に
お
け
る
冷

水
、
温
水

の
関
係

な
ど
を
例

に
し

て
、
外
部
条

件
、内
部
条
件

な
ど
に

つ
い
て
講
義
さ
れ
た
が
、

時

間
を
忘

れ
て
聴

き

い

っ
て
し
ま

っ
た
。

第

三
日
目

(八
月

二
日
)

自
然
観
察
指
導
員
講

習
会

の
最
終

日
を
迎

え

た
。
参
加
者

を
六
班

に
分

け
、
「
青
年

の
家
」

か
ら
概

ね
三
〇
〇

m
の
範

囲
内

で
、
参
加
者
そ

れ
ぞ
れ
が
テ
ー

マ
を
も
ち
、
五
分

の
持
ち
時
間

で
指

導
実

習
す
る

こ
と
に
な

っ
た
。

早
朝
六
時
前
か
ら
参
加
者
は
自
分

の
テ
ー

マ

を
把
握
、
肉
付
け
す
る
た
め

に
霧
雨
け
む
る
野

外

に
で
、
思
索
し
、
観
察
し
、

メ
モ
す
る

の
に

真
剣
な
様
子

で
あ

っ
た
。

八
時
、
参
加
者
は
指
示
ど
お

り
六
班

に
わ
か

れ
、
各
班

に
指
導

の
先
生
が

つ
い
て
指
導
実
習

が
始
ま

っ
た
。
皆
が
そ
れ

ぞ
れ

の
個
性
と
説
明

技
術
、
説
得
力
を
も

っ
て
い
て
、
未
経
験

の
私

に
と

っ
て
は
こ
の
う
え

な
い
勉
強

と
な

っ
た
。

こ
う
し
て
、

三
日
間

に
わ
た
る
講

習
会

は
正

午
を

も

っ
て
終

了
し
、
閉
講
式

が
行

わ
れ
た
が
、

参

加

者

は
昼

夜

ぶ

っ
続

け

の

ハ
ー

ド

ス

ケ

ジ

ュ
ー
ル
を
無
事
消
化

し
た
喜

び
と
充
実
感

に

満

足
し
、
三
日
間
真
剣

に
指
導

に
当

ら
れ
た
諸

先
生

及
び
事
務

局
員

の
か
た
が
た
に
感

謝
と
名

残
り
惜

し
さ
を
心
か
ら
感

じ
な
が
ら
、
霧
雨
や

ま
ぬ

「
青
年
の
家
」

を
後

に
し
た
の

で
あ
る
。

以
上
を
総
括

し
て
感
想

を
の
べ

て
み
た

い
と

思
う
が
、
参
加

し
、
実
習

し
、
と
も
に
生
活
し
、

本
当

に
よ

い
体
験
を
得

た
が
、

こ
れ
は
指
導
に

当
ら
れ
た
諸
先
生

が
、
三
日
間
を
通
し

て
参
加

者
と
行
動
を
と
も
に
し
、
そ
の
博

い
学
識
と
行

動
力
、
説
得
力
に
対
し

て
、
参
加
者
全
員
が
感

謝
し
尊
敬
し
勉
強
し
え
た
も

の
と
思
う
。
私
も
、

こ
の
貴
重
な
経
験
を
自
分

の
人
生

に
十
分

に
活

用
す

る

つ
も
り

で
い
る
。

最
後

に
、
1

自
然
は
、
自
然

の
ふ
と

こ
ろ

に
返

そ
う
ー

。

(会
員

・
札
幌
市

)



然
別
湖
線
道
路
に
関
す
る
件

昭
和
五
十
七
年

五
月

一
日

北
海
道
土
木
部
道
路
課
長

奥
村
惇

一
殿

(社

)
北
海
道
自
然
保
護
協
会

会
長

八
木
健

三

本
件

に
関

す
る
こ
の
た
び

の
打
合

せ
会
議

に

お

い
て
、
貴
職
な

ら
び

に
山
形
土
木
現
業
所
長

に
は
、
駒
止
ト

ン
ネ

ル
案
を
最
有
力
候
補
と
考

え

て
い
る
旨

の
発
言
が
あ

り
ま

し
た
。

こ
の
件

に

つ
き
ま

し
て
は
、
最
終
調
査
完
了

の
段
階

で
意
見

の
交
換
が
行
わ
れ

る
べ
き
も

の

と
考
え

て
お

り
ま

し
た

の
で
、
と

り
あ
え
ず
会

長
な
ら
び

に
石
川
前
会
長
よ

り
駒
止
ト

ン
ネ

ル

案

の
種

々
の
問
題
点
を
指
摘
し
、
道
路
を
建
設

す
る
な
ら
ば
、
南
廻
り
案
を
最
優
先
す

べ
き

で

あ
る
旨
申

し
上
げ
た
次
第

で
あ
り
ま
す
。

本
件

は
、
大
雪
国
立
公
園
内

の
最
も
重
要
な

一
地
区

に
関
す
る
も

の
で
あ
り
、
貴
職
側
と
当

協
会

と
の
間
に
お

い
て
慎
重

に
検
討
す
る

こ
と

が
肝
要

と
存

じ
ま
す
。
な
る
べ
く
速
や
か

に
そ

の
機
会
を
得

ま
す
よ
う
希
望

い
た
し
ま
す
。

道
々
士
幌
然
別
湖
線
の
開
設

に
つ
い
て

H
N
C
S
第

二
七

〇
号

昭
和
五
十
七
年
七
月

二
十
六

日

陳
情
書
、
要
望
書

意
見
書
、
回
答
文
書

北
海
道
土
木
部

道
路
課
長

奥
村
惇

一
殿

(社

)
北
海
道
自
然
保
護
協
会

会
長

八
木
健

三

こ
の
こ
と
に

つ
き
ま
し
て
の
当
協
会

の
方
針

は
、
当
初
態
度

を
表
明

い
た
し
ま
し
た
よ
う
に

あ
く
ま
で
も
反
対

す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
が
、

一
部
本
計
画
案

に
対

す
る
当
協
会

の
意

見
に
誤

解

が
あ
る
や
に
聴
き
及
ん

で
お
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、

こ
の
問
題

に
関
し
て
再
度

反
対

の
意
志

を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
当

協
会

か
ら
先

に
意
見
を
申
し
上

げ
た

い
わ
ゆ
る

「南

廻
り
線
」

に

つ
き
ま
し
て
も
貴
職

に
お

い

て
考
慮

さ
れ
、
計
画
と
ご
提
案

が
示

さ
れ
た
場

合

に
は
改
め

て
検
討
を
行

い
、
当
協
会

の
態
度

を
明
ら
か
に
致

す
所
存

で
あ
り
ま
す

こ
と
を
念

の
為
申

し
添
え
ま
す
。

「緑

の
地
球
防
衛
基
金
」
の
発
足八

木
健
三

さ
る
七

月

二
十

九
日
憲
法

記
念
館

で
、
「
緑

の
地
球

防
衛
基

金
」

の
発
起
人
会

が
開
か
れ
、

筆
者

も
そ
の

一
人
と
し

て
参
加

し
た
。

地
球

進
化
の
主
役
を
演
じ
、
現
在

の
大
気
を

つ
く
り
、
生

物
を
育
く
ん

で
き
た
森
林

が
、
木

材

の
乱

伐
、
焼

畑
農
耕
、
薪
伐

採
な
ど

で
、
発

展
途
上

国
を
中

心
に
、
年

々
日
本
全
土

の
半
分

に
当

る
二
千

万

ヘ
ク
タ

ー

ル
が
消
滅

し
、
九

州

・
四
国
を
合

せ
た
面
積

が
砂
漠
化

し
て
い
る

と

い
う
。

森
林
を

こ
の
恐
る
べ
き
消
滅

か
ら
救

い
、
人

類

と
生
物

の
生
活
を
守

る
た
め
に
、
世
界
最
大

の
木
材

輪

入

国
と

し

て
、
森
林

荒
廃

に
か

㌧

わ

っ
て
き
た
日
本
人

こ
そ
、
そ
の
責

任
を
感

じ
、

森

林

の
保
護

育

成

に
立

ち
上

ら
ね
ば

な

ら
な

い
。こ

の
見
地

か
ら
、
元
環
境
庁
長
官
大
石
武

一

氏
ら
が

よ
び

か
け
、
「
ひ
ろ
く

一
般

か
ら
募

金

し
て
基
金

を

つ
く
り
、

こ
れ
を
も

っ
て
主

に
熱

帯
林
の
保
護
を
は
じ
め
、
事
業
、
研
究
を
行

い
、

発
展
途
上
国

へ
協
力
し

て
ゆ

こ
う
」
と

い
う

の

が

こ
の
基
金

の
趣
旨

で
あ

る
。

こ
れ

に
は
全
員
賛
成

で
あ

る
が
、

そ
の
具
体

的
な
問
題

に

つ
い
て
は
熱
心

な
議
論
が
交

さ
れ

た
。
ま
た

こ
の
運
動
を
軍
縮
と

も
結
び

つ
け
、

先
般

の
反
核

軍
縮

署
名

八
千

万

の
力
を

結
集

し
、
国
民
広
く

か
ら
浄
財
を

あ

つ
め
、
さ
ら
に

各
種
企
業

に
も
大

口
の
寄
附
を
求

め
よ
う
と

い

う
こ
と

に
な

っ
た
。
現
在
約

三
〇
名

の
発
起
人

を
百
名
位

に
増

し
た
上

、
九
月
に
改
め
て
設
立

総
会
を
開

き
、
基
金

を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
る

こ
と

と
な

っ
た
。
こ
の
基
金

は
本
協
会

の
活

動
目
的

と
も

一
致

す
る
と

こ
ろ
が
大
き

い
。
会

員
諸
氏

の
積
極
的

な
ご
協
力

を
切

に
お
願

い
し
た

い
。

お
知

ら
せ

コ
ー
ナ
ー

◆
本

の
斡
旋

(
日
本

自
然
保
護
協
会

発
行
)

●
野
外

に
お
け
る
危

険
な
生
物

二
〇
〇
〇
円

(
送
料
二
五
〇
円

)

●
自
然
観
察
指

導

の
四
八
手
、
自
然
か
ん
さ

つ

学
入
門
、
森
林

へ
の
招
待
、
自
然

へ
・の
招
待
、

雑
木
林

の
自
然

か
ん

さ

つ
、
草

は
ら
の
自
然

か

ん

さ

つ
、

い
そ
の
自
然

か
ん
さ

つ
、
川
の
自
然

か
ん
さ

つ
、
自
然
観
察
ガ
イ

ド
ブ

ッ
ク

(支
笏

湖

、
小
樽

・
積
丹

、
蔵
王

、
乳
頭

・
秋
田
駒

、

丹
沢
、
宮
島

、
加
太

・
友

ケ
島

、
浅
間
山
、
天

神
崎

、
若
狭

、
尾
瀬

、
南

ア

ル
プ

ス
、
妙
高

三
山
、

三
瓶
、
ひ
る
ぜ
ん
、
足
摺

)
各
三
〇
〇
円

(
送

料
各

一
七
〇
円
)

◆

物
資

の
斡
旋

(
北
海

道
自
然
保
護
団
体
連

合
よ
り
依
頼
さ
れ
て

い
る
も

の
)

●
故
坂
本
直

行
画
伯

の

「
花
の
絵

ハ
ガ
キ
」

ナ
ナ
カ

マ
ド
、

ツ
リ
ガ
ネ

ニ
ン
ジ

ン
、

エ
ゾ

ト
リ
カ
ブ

ト
、
キ
タ

コ
ブ

シ
、
サ

ク
ラ
ソ
ウ
、

フ
ク
ジ

ュ
ソ
ウ
、
六
枚

一
組
三
〇
〇
円

(
送
料

七
〇
円

)

●
ル
ー
プ
タ
イ

故
坂
本
直
行
画
伯

の
デ
ザ
イ

ン
、

一
本

一
万

円

(書
留
、
送
料
五
四
〇
円

)

●
純
性
粉

せ

っ
け
ん

一
〇

〇
%
、
天
然
油
脂
を
原
料

と
し
て

い
ま

す
。健
康
と
豊

か
な
自
然
環
境
を
守

る
た
め
に
、

合
成
洗
剤
を
追
放

し
ま

し
よ
う
。

一
袋

(
二
㎏

人
り
)
七
〇
〇
円
。

昭
和
五
十
七
年
九
月
三
十
日
発
行

〇
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